
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施
が

本
年
度
の
小
学
校
か
ら
始
ま
り
、

目
標
の
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」を
軸
に
、新
し
い
Ｎ

Ｉ
Ｅ
の
実
践
に
光
を
当
て
る
。

公
開
授
業
の
教
科
は
国
語
、

社
会
、
道
徳
の
ほ
か
、
生
徒
が

自
ら
課
題
を
設
定
す
る
総
合

（
探
究
）
や
デ
ジ
タ
ル
世
代
を

視
野
に
入
れ
た
情
報
も
あ
る
。

若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
ま
で
教
師

８
人
が
具
体
的
な
テ
ー
マ
と
内

容
を
検
討
中
だ
。

実
践
発
表
で
は
ア
イ
ヌ
民
族

に
関
す
る
文
化
学
習
も
テ
ー
マ

来
年
８
月
16
、
17
日
に
開
催
さ
れ
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会
（
日
本
新
聞
協
会
主
催
、

北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
な
ど
主
管
）
で
、
大
会
２
日
目
に
北
海
道
大
学
高
等
教
育
推
進
機

構
で
行
う
公
開
授
業
や
実
践
発
表
な
ど
の
概
要
が
固
ま
っ
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
は
特
別
分
科
会

も
含
め
全
24
。
全
道
か
ら
教
職
者
ら
が
参
加
す
る
「
オ
ー
ル
北
海
道
」
の
体
制
に
な
る
。

に
な
る
。
今
年
７
月
、
胆
振
管

内
白
老
町
に
開
業
し
た
「
ウ
ポ

ポ
イ
」（
民
族
共
生
象
徴
空
間
）

の
理
念
を
支
援
す
る
。
食
糧
基

地
・
北
海
道
、
過
疎
と
小
規
模

校
の
取
り
組
み
や
特
別
支
援
教

育
に
も
向
き
合
う
。

大
学
か
ら
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報

通
信
技
術
）
教
育
を
専
門
に
す

る
中
川
一
史
・
放
送
大
学
教
授

（
札
幌
出
身
）
が
参
加
す
る
。

特
別
分
科
会
で
は
日
本
遺
産

「
炭
鉄
港
」
に
つ
い
て
夕
張
市

石
炭
博
物
館
館
長
で
も
あ
る
吉

岡
宏
高
さ
ん
が
、
北
大
会
場
と

美
唄
中
の
授
業
を
オ
ン
ラ
イ
ン

で
結
び
地
域
と
新
聞
の
親
和
性

に
触
れ
て
い
く
。

札
幌
大
会
は
２
０
０
２
年
以

来
19
年
ぶ
り
２
回
目
。
初
日
は

札
幌
文
化
芸
術
劇
場
（
ｈ
ｉ
ｔ

ａ
ｒ
ｕ
、札
幌
市
中
央
区
）
で
、

開
会
式
、
札
幌
ゆ
か
り
の
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
梯
久
美
子

さ
ん
の
講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。Ｎ

Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会

の
初
日
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
に
、
プ
ロ
野
球
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
元
選

手
で
球
団
ス
ペ
シ
ャ
ル
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
田
中
賢
介
さ
ん
＝
写

真
＝
が
参
加
す
る
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

は
８
月
16
日
、
札
幌
文
化
芸
術

劇
場
（
ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ｕ
）
で
開

か
れ
、
田
中
さ
ん
を
は
じ
め
、

道
内
の
農
漁
業
や
学
校
関
係
者

ら
パ
ネ
リ
ス
ト
が
地
域
、
教
育

と
新
聞
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て

意
見
交
換
す
る
。
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
松
本
裕
子
さ
ん
が

司
会
を
務
め
る
。

田
中
さ
ん
は
学
校
教
育
に
関

心
を
持
ち
、２
０
２
２
年
４
月
、

札
幌
市
豊
平
区
西
岡
に
私
立
小

学
校
を
開
設
す
る
計
画
を
進
め

て
い
る
。
今
年
８
月
に
は
高
校

生
ア
ス
リ
ー
ト
を
励
ま
す
道
教

委
の
「
青
春
ア
ス
リ
ー
ト
応
援

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」に
就
任
し
た
。

札
幌
大
会

札
幌
大
会  

2424
プ
ロ
グ
ラ
ム

プ
ロ
グ
ラ
ム

授
業
者
・
発
表
者 

「
オ
ー
ル
北
海
道
」

ＮＩＥ全国大会札幌大会　授業者・発表者
区分 学校 教科 テーマ・単元 授業者・発表者 学校名等

公
開
授
業 

⑻

小
学
校

国　語

未　定

夏井彩 札幌・桑園小

社　会 中里彰吾 札幌・中央小

道　徳 上野裕子 札幌・栄南小

中
学
校

国　語 遠藤翔太 札幌・八条中

社　会 山田耕平 札幌・真駒内中

道　徳 近野秀樹 札幌・あやめ野中

高
校

総　合 志田淳哉 札幌南高

情　報 桶雄一 恵庭北高

実
践
発
表 

⒂

中 社　会 アイヌ文化学習とＮＩＥ 川上知子 日高・門別中

高 現代社会 アイヌ文化学習とＮＩＥ 山崎辰也 北見北斗高

小
社　会

北海道の食に関わる学習とＮＩＥ 沢田敦 札幌・山の手南小

中 北海道の食に関わる学習とＮＩＥ 掛水成幸 音更・緑南中

小 小規模校のＮＩＥ 伊藤静香 富良野・布部小

中

国　語 言語活動とＮＩＥ 田中大地 札幌・北都中

社　会
地域学習とＮＩＥ 柳沢脩介 釧路・青陵中

地域学習とＮＩＥ 川端裕介 函館・亀田中

小 道　徳 道徳学習とＮＩＥ 矢島勲 苫小牧・日新小

中 英　語 英語学習とＮＩＥ
山崎史朗 小樽・菁園中

渡辺雅代 小樽・高島小司書

高 探究基礎 金融学習とＮＩＥ 高石大道 札幌新陽高

高 特別支援学校におけるＮＩＥ 曳田和樹 岩見沢高等養護

中 社　会 特別支援学級におけるＮＩＥ 三上毅朗 札幌・藤野中

他 学校図書館とＮＩＥ

浅村麻姫子 札幌・手稲中、稲積中司書

山田佳子 札幌・上白石小

加藤孝志 七飯高

大
学 ＧＩＧＡスクール時代のＮＩＥとＩＣＴ 中川一史 他 放送大学（千葉市）

特
別

分
科
会 

⑴

中 社　会
日本の産業基盤を築いた

日本遺産「炭鉄港」

 鹿糠昌弘 美唄中

他 吉岡宏高 他 炭鉱の記憶推進事業団
（本部・岩見沢市）

田
中
賢
介
さ
ん

パ
ネ
ル
討
論
に

（敬称略）
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来
年
８
月
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大

会
札
幌
大
会
の
Ｐ
Ｒ
動
画
が
完

成
し
た
。
２
０
０
２
年
か
ら
19

年
ぶ
り
２
回
目
と
な
る
大
会
を

全
国
に
発
信
し
て
い
る
。

動
画
は
約
７
分
。
大
会
初
日

の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
司
会
を
務
め
る
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
松
本
裕
子
さ
ん
が

ガ
イ
ド
役
で
登
場
＝
写
真
＝
。

初
日
の
開
会
式
と
基
調
講
演
な

ど
が
行
わ
れ
る
札
幌
文
化
芸
術

劇
場（
ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｒ
ｕ
）、
２
日

目
の
公
開
授
業
や
実
践
発
表
の

会
場
、
北
大
高
等
教
育
推
進
機

構
や
大
学
構
内
を
紹
介
す
る
。

公
開
授
業
の
代
表
校
の
札

幌
・
桑
園
小
児
童
が
大
会
へ
の

参
加
を
笑
顔
で
呼
び
か
け
る
シ

ー
ン
も
あ
る
ほ
か
、
大
通
公
園

や
時
計
台
と
い
っ
た
観
光
名
所

も
花
を
添
え
る
。
北
海
道
新
聞

社
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
札
幌
大
会

の
公
式
ロ
ゴ
を
デ
ザ
イ
ン
し
た

今
井
優
笑
（
ゆ
え
）
さ
ん
＝
江

別
高
３
年
＝
が
通
う
同
校
に
、

採
用
を
祝
う
懸
垂
幕
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
＝
写
真
＝
。

懸
垂
幕
は
縦
９
㍍
、横
１
㍍
。

正
面
玄
関
横
の
校
舎
壁
面
に
８

月
中
旬
に
設
置
。
今
井
さ
ん
の

作
品
の
ロ
ゴ
採
用
を
在
校
生
や

来
校
者
ら
に
紹
介
し
て
い
る
。

今
回
の
ロ
ゴ
採
用
で
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ

を
知
っ
た
先
生
も
い
た
よ
う

だ
。
懸
垂
幕
は
本
年
度
内
設
置

す
る
予
定
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
世
の
中

で
は
い
く
つ
も
の
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
教
育

は
、
学
校
は
、
教
科
は
、
ど
ん

な
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
。
う
ん
う
ん
唸
り
な
が
ら
考

え
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
や
り
と
り

が
い
っ
ぺ
ん
に
増
え
ま
し
た

ね
。
そ
の
た
め
も
あ
り
、
教
科

国
語
で
は
、
書
く
こ
と
と
聞
く

こ
と
に
つ
い
て
注
目
が
集
ま
り

そ
う
で
す
。
さ
て
、
こ
れ
ら
に

Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
効
果
が
あ
り
そ
う
で

し
ょ
う
か
。

高
校
現
場
に
い
た
こ
ろ
、
新

聞
を
使
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
単
元

を
授
業
し
て
い
ま
し
た
。
読
む

こ
と
に
も
書
く
こ
と
に
も
知
識

習
得
に
も
、
新
聞
は
有
効
で
し

た
。
た
だ
、
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ
推

進
協
議
会
会
長
（
当
時
）
の
高

辻
清
敏
さ
ん
か
ら
「
せ
っ
か
く

だ
か
ら
、
や
っ
て
な
い
こ
と
や

ろ
う
よ
！
」
と
何
度
と
な
く
お

言
葉
を
い
た
だ
い
て
も
い
ま
し

た
。
そ
う
だ
な
、
や
っ
て
み
よ

う
！
　
そ
う
思
い
、
考
え
、
実

践
し
た
の
が
次
の
単
元
で
す
。

話
す
こ
と
、
あ
る
い
は
、
訊

く
こ
と
の
単
元
で
す
。
こ
の
単

元
の
き
っ
か
け
は
、
テ
レ
ビ
を

つ
け
な
が
ら
新
聞
を
眺
め
て
い

た
と
き
で
す
。
ふ
と
気
に
な
っ

た
の
で
す
。
あ
れ
、
こ
の
記
事

の
写
真
は
ど
う
や
っ
て
写
し
た

ん
だ
ろ
う
？
　
ど
ん
な
こ
と
を

思
っ
て
こ
の
写
真
を
使
っ
た
ん

だ
ろ
う
？
　
記
事
の
主
体
を
中

心
に
そ
の
ま
ま
写
し
た
だ
け
の

も
の
で
は
な
い
感
じ
だ
け
れ
ど

…
。
そ
う
な
ん
で
す
。
ち
ょ
っ

と
キ
ャ
ッ
チ
ー
な
写
真
で
し

た
。
読
者
の
目
を
引
き
付
け
る

た
め
の
写
真
。
そ
の
も
の
ず
ば

り
で
は
な
い
写
真
。
裏
を
返
せ

ば
、推
論
が
必
要
に
な
る
写
真
。

そ
の
と
き
、
か
か
っ
て
い
た
テ

レ
ビ
番
組
が
某
探
偵
局
の
某
探

偵
さ
ん
が
一
枚
の
写
真
を
手
が

か
り
に
依
頼
を
解
消
し
て
い
く

も
の
…
。
こ
れ
だ
！
　
と
思
い

ま
し
た
。

記
事
と
は
、
記
者
が
他
者
か

ら
の
情
報
を
書
い
た
も
の
。
す

な
わ
ち
、
そ
れ
は
対
話
的
な
も

の
と
も
言
え
ま
す
。
そ
こ
で
、

生
徒
が
探
偵
に
な
り
、
記
事
と

対
話
し
な
が
ら
、
写
真
を
解
い

て
い
く
。
ど
ん
な
事
象
や
事
件

を
写
し
た
も
の
か
・
伝
え
よ
う

と
し
た
も
の
か
。
写
真
を
絵
解

き
し
、
そ
れ
を
手
が
か
り
に
、

仮
説
を
確
認
し
た
り
真
実
を
発

見
し
た
り
。
で
も
な
あ
、
せ
っ

か
く
探
偵
さ
ん
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

す
る
の
な
ら
、
調
査
相
手
も
人

間
の
ほ
う
が
。
そ
ん
な
と
き
、

多
人
数
へ
の
授
業
公
開
を
依
頼

さ
れ
ま
し
た
。
そ
う
だ
、
見
学

者
に
も
一
枚
噛
ん
で
も
ら
お

う
。
生
徒
＝
探
偵
が
聞
き
込
み

を
す
る
相
手
を
見
学
者
に
や
っ

て
も
ら
お
う
。
生
徒
に
は
写
真

を
渡
し
、
見
学
者
に
は
記
事
本

文
を
渡
そ
う
。
そ
う
し
て
、
対

話
を
う
な
が
そ
う
。
そ
ん
な
単

元
で
す
。

生
徒
に
は
、
聞
き
込
み
対
象

＝
写
真
に
対
応
す
る
記
事
を
持

つ
見
学
者
、
を
探
す
と
こ
ろ
か

ら
、
す
な
わ
ち
、
知
ら
な
い
人

た
ち
に
声
を
か
け
る
と
こ
ろ
か

ら
を
指
示
し
ま
す
。
ま
た
、
聞

き
込
み
し
た
い
相
手
に
だ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
に
事
情
も
あ
り
、
必

ず
し
も
た
く
さ
ん
の
質
問
が
で

き
る
わ
け
で
は
な
い
、だ
か
ら
、

質
問
自
体
を
最
大
三
つ
ま
で
と

す
る
、
ど
ん
な
質
問
が
効
果
的

か
を
考
え
る
こ
と
、
な
ど
を
提

示
し
ま
す
。
見
学
者
に
は
、
そ

の
提
示
自
体
を
見
聞
き
い
た
だ

き
、
協
力
を
仰
ぎ
ま
し
た
。
ど

ん
な
内
容
を
・
ど
ん
な
方
法
で
・

ど
ん
な
言
葉
遣
い
で
、
そ
ん
な

こ
と
を
彼
ら
彼
女
ら
は
考
え
、

実
行
し
、
対
象
者
を
見
つ
け
、

写
真
の
謎
を
解
い
て
い
っ
た
わ

け
で
す
。

こ
の
単
元
は
訊
く
こ
と
の
高

校
3
年
国
語
の
単
元
で
す
。
新

聞
記
事
と
記
事
写
真
の
関
係
性

を
活
用
し
、
か
つ
、
そ
れ
を
よ

り
真
正
の
場
面
を
仮
想
し
て
実

践
し
た
単
元
で
す
。
最
大
の
ポ

イ
ン
ト
は
、
聞
く
と
い
う
行
為

を
漫
然
と
す
る
の
で
は
な
く
、

知
ら
な
い
他
者
と
の
関
係
性
や

状
況
を
鑑
み
な
が
ら
実
施
す
る

に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
考

え
さ
せ
実
行
す
る
。も
ち
ろ
ん
、

あ
た
っ
た
・
は
ず
れ
た
な
ど
二

の
次
で
す
よ
ね
。

紙
幅
の
都
合
も
あ
り
、
こ
こ

ま
で
し
か
書
け
ま
せ
ん
で
し

た
。
も
し
も
興
味
を
お
持
ち
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
、
是
非

と
も
以
下
に
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
ね
。tokio-om

u
ra@

ts.siu
.ac.jp

今
井
さ
ん
考
案
ロ
ゴ

採
用
を
祝
う
懸
垂
幕

江
別
高
校

札
幌
大
会
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
完
成

札
幌
大
会
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
完
成

会
場
、マ
チ
の
魅
力

会
場
、マ
チ
の
魅
力  

全
国
に
発
信

全
国
に
発
信

札
幌
国
際
大
学
准
教
授　

大
村  

勅
夫

写
真
使
い
対
話
／
話
す
、訊
く
学
び
に
つ
な
げ
る
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11
月
13
日
に
旭
川
市
内
で
予

定
し
て
い
た
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
第
20
回

上
川
地
区
セ
ミ
ナ
ー
（
北
海
道

Ｎ
Ｉ
Ｅ
推
進
協
議
会
、
上
川
・

旭
川
Ｎ
Ｉ
Ｅ
研
究
会
主
催
）は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
も
模
索
し
た
が

断
念
し
た
。

現
代
社
会
「
日
本
経
済
の
問

題
」
に
関
す
る
単
元
全
６
時
間

の
う
ち
、
１
時
間
を
格
差
問
題

に
充
て
、
３
年
生
37
人
が
学
ん

だ
。
導
入
部
で
は
格
差
原
理
の

学
び
を
深
め
る
た
め
１
０
０
万

円
が
あ
っ
た
場
合
、
出
自
や
所

得
差
な
ど
の
隠
さ
れ
た
５
人
に

ど
う
分
配
す
る
か
を
考
え
た
。

そ
の
上
で
、
山
崎
さ
ん
は
札

幌
大
学
が
ア
イ
ヌ
民
族
を
対
象

に
し
た
特
別
入
学
枠
や
奨
学
金

を
設
け
る
こ
と
を
報
道
し
た
２

０
０
９
年
の
記
事
を
取
り
上
げ

「
な
ぜ
奨
学
金
が
必
要
か
」
な

ど
と
問
い
か
け

た
。
国
の
11
年
の

調
査
で
ア
イ
ヌ
民

族
の
年
収
や
大
学

進
学
率
が
平
均
よ

り
低
い
と
し
た
記

事
も
示
し
、
明
治

期
の
教
育
の
機
会

不
平
等
な
ど
を
格

差
の
原
因
に
挙
げ
た
。
明
治
政

府
と
北
海
道
庁
の
関
係
資
料
も

添
え
ら
れ
、
生
徒
た
ち
は
精
読

し
た
。

最
後
に
札
幌
大
学
の
奨
学
金

な
ど
は
少
数
者
の
格
差
環
境
を

是
正
す
る
機
会
均
等
の
意
義
が

あ
る
と
し
て
生
徒
の
評
価
を
求

め
た
。
山
崎
さ
ん
は
経
済
か
ら

の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
格
差
に
光
を

当
て
「
生
徒
の
社
会
認
識
を
高

め
る
た
め
新
聞
を
入
り
口
に
使

っ
た
」
と
話
し
た
。

実
践
発
表
で
は
北
見
市
立
中

央
小
の
国
分
智
哉
、
佐
野
亜
希

子
、
鈴
木
映
子
の
３
教
諭
が
３

～
５
年
児
童
と
新
聞
づ
く
り
な

ど
に
取
り
組
ん
だ
実
例
を
報
告

し
た
。
こ
の
う
ち
「
お
い
し
い

北
見
調
査
隊
」
の
４
年
生
は
北

見
名
物
の
焼
き
肉
に
つ
い
て
調

べ
、
成
果
を
壁
新
聞
に
し
た
。

一
方
、
上
常
呂
小
の
斉
藤
靖

恵
教
頭
は
、
中
学
校
教
諭
時
代

の
学
校
図
書
館
を
利
用
し
た
新

聞
づ
く
り
の
発
表
を
し
た
。

地
区
セ
ミ
ナ
ー
は
本
年
度
上

半
期
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
で
中
止
が
相
次

ぎ
、北
見
開
催
が
今
期
初
め
て
。

教
職
者
ら
約
40
人
が
感
染
症
対

策
の
た
め
検
温
、
消
毒
を
経
て

見
学
に
参
加
し
た
。

第
25
回
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会
東

京
大
会（
日
本
新
聞
協
会
主
催
）

が
11
月
22
日
、
日
本
プ
レ
ス
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
（
東
京
都
千
代
田

区
）
で
開
か
れ
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
た

め
、
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
。

記
念
講
演
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ラ
イ

ブ
配
信
し
、
参
加
者
は
専
用
サ

イ
ト
か
ら
大
会
を
視
聴
し
た
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
と
も

に
生
き
る
　
新
聞
で
つ
な
が

る
」。
開
会
式
に
続
く
記
念
講

演
で
、作
家
の
真
山
仁
さ
ん
は
、

「
新
聞
は
知
ら
な
い
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
」「
未
来
へ

の
ヒ
ン
ト
は
新
聞
に
あ
る
」
な

ど
と
教
育
で
の
活
用
を
呼
び
か

け
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
日
本
Ｎ

Ｉ
Ｅ
学
会
と
共
同
開
催
。「
ウ

ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
に
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で

培
う
力
」
を
テ
ー
マ
に
、
行
政

や
教
育
関
係
者
ら
６
人
が
意
見

交
換
し
た
。
都
内
の
高
校
教
諭

は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
「
ト
イ
レ
ッ

ト
ぺ
ー
パ
ー
が
不
足
す
る
」
な

来
年
８
月
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大

会
札
幌
大
会
が
予
定
さ
れ
る
札

幌
で
は
22
日
、
大
会
関
係
者
が

コ
ロ
ナ
禍
で
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
意
義

や
全
国
大
会
に
向
け
て
、
東
京

大
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を

熱
心
に
視
聴
し
た
。

北
海
道
新
聞
本
社
（
札
幌
市

中
央
区
）
１
階
の
道
新
プ
ラ
ザ

Ｄ
Ｏ
―
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に
は
、
札
幌
大

会
主
管
団
体
の
北
海
道
Ｎ
Ｉ
Ｅ

推
進
協
議
会
の
菊
池
安
吉
会
長

ら
９
人
が
集
ま
っ
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
虚
偽

ニ
ュ
ー
ス
が
広
が
っ
た
コ
ロ
ナ

禍
で
の
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
重

要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
菊
池
さ

ん
は
「
今
だ
か
ら
こ
そ
や
れ
る

Ｎ
Ｉ
Ｅ
が
あ
る
こ
と
や
、
新
聞

の
果
た
す
役
割
の
大
き
さ
を
再

認
識
し
た
」
と
話
し
た
。

同
推
進
協
の
Ｎ
Ｉ
Ｅ
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
上
村
尚
生
さ
ん
は

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
に
つ
い
て
、

「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
研
修
の
あ
り
方
の

一
つ
と
し
て
の
手
本
に
な
っ

た
」
と
受
け
止
め
た
。

ま
た
、
日
本
Ｎ
Ｉ
Ｅ
学
会
第

17
回
大
会
で
は
、「
減
反
」
に

つ
い
て
の
新
聞
社
説
を
使
っ
た

高
校
社
会
科
の
実
践
発
表
に
つ

い
て
、
同
推
進
協
副
会
長
の
兼

間
昌
智
さ
ん
が
、
社
説
を
活
用

す
る
意
義
な
ど
に
つ
い
て
質
問

し
た
。

ど
虚
偽
ニ
ュ
ー
ス
が
広
が
っ
た

こ
と
を
あ
げ
、「
リ
テ
ラ
シ
ー

学
習
が
で
き
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
は
一
層

必
要
に
な
る
」
と
述
べ
た
。

同
日
は
日
本
Ｎ
Ｉ
Ｅ
学
会
も

オ
ン
ラ
イ
ン
で
第
17
回
大
会
を

開
催
。
実
践
発
表
で
京
都
の
国

語
教
諭
は
「
新
聞
は
テ
レ
ビ
と

異
な
り
、
他
紙
と
の
内
容
比
較

が
容
易
に
で
き
る
」
と
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
で
の
優
位
性
な
ど
を

述
べ
た
。

東
京
大
会
と
実
践
発
表
の
動

画
は
日
本
新
聞
協
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
専
用
サ
イ
ト（h
ttp
s://

n
ie2020tokyo.jp

/

）で
２
０

２
１
年
２
月
末
ま
で
視
聴
で
き

る
。

北海道ＮＩＥ推進協議会主催の第18回
オホーツク地区セミナーが10月27日、北
見北斗高で開かれた。山崎辰也教諭は「ア
イヌ民族の格差問題」をテーマに新聞記
事などから、長年の差別が経済格差につ
ながったとする公開授業を行った。

上
川
セ
ミ
ナ
ー
中
止

北見で本年度初セミナーアイヌ民族の「格差」考える

初のオンライン開催となったＮＩＥ全国大会東京
大会を視聴する、札幌大会の関係者

公開授業で生徒の学びを深める山崎さん

児
童
の
新
聞
づ
く

り
な
ど
を
発
表
す

る
北
見
市
立
中
央

小
の
３
教
諭

「
来
年
は
札
幌
」熱
心
に
視
聴

「
来
年
は
札
幌
」熱
心
に
視
聴

Ｎ
Ｉ
Ｅ
全
国
大
会  

初
の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

新
聞
に
未
来
へ
の
ヒ
ン
ト
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第
64
回
全
道
高
校
新
聞
研
究

大
会
（
北
海
道
高
文
連
主
催
）

が
11
月
15
日
、
ホ
テ
ル
ラ
イ
フ

ォ
ー
ト
札
幌
を
主
会
場
に
開
か

れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
予
防
の
た
め
、
生
徒

１
８
４
人
が
初
の
オ
ン
ラ
イ
ン

開
催
で
新
聞
づ
く
り
な
ど
を
学

ん
だ
。

石
狩
支
部
の
11
校
が
実
行
委

に
名
を
連
ね
、
遠
隔
地
の
道
内

各
支
部
と
会
議
ア
プ
リ
「
ズ
ー

ム
」
で
結
ん
だ
。
高
校
新
聞
の

あ
り
方
や
高
校
生
活
の
課
題
な

ど
で
意
見
交
換
す
る
四
つ
の
分

科
会
で
、
生
徒
は
そ
れ
ぞ
れ
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

通
じ
交
流
を
深
め
た
。

生
徒
44
人
が
参
加
し
た
新
聞

づ
く
り
の
分
科
会
で
は
、
講
師

の
テ
レ
ビ
北
海
道
報
道
部
・
伊

東
正
剛
記
者
（
元
北
海
道
新
聞

記
者
）が「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
取
材

は
自
分
の
財
産
」
と
し
、
世
界

を
広
げ
る
好
機
に
な
る
と
語
っ

た
。
そ
の
後
、
生
徒
た
ち
は
サ

ッ
カ
ー
、
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー

レ
札
幌
の
三
上
大
勝
Ｇ
Ｍ
を
リ

モ
ー
ト
取
材
し
、
選
手
獲
得
の

心
得
や
選
手
生
活
を
振
り
返
っ

て
の
反
省
点
な
ど
を
聞
い
た
。

「
レ
ジ
袋
は
必
要
で
す
か
」

「
１
枚
３
円
に
な
り
ま
す
」

今
年
７
月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
で
も
始
ま
っ
た
レ

ジ
袋
の
有
料
化
。
み
な
さ
ん
、

納
得
し
て
い
ま
す
か
？

私
は
コ
ン
ビ
ニ
で
レ
ジ
袋
に

３
円
払
う
こ
と
に
、
か
な
り
の

抵
抗
感
を
覚
え
ま
す
。
た
か
が

３
円
、
さ
れ
ど
３
円
。

地
球
環
境
の
た
め
、
と
い
い

ま
す
が
、
本
当
で
す
か
？

東
大
の
教
授
が
書
い
た
本
に

よ
る
と
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
全
体

に
占
め
る
レ
ジ
袋
の
割
合
は
２

％
以
下
。
家
庭
に
渡
る
レ
ジ
袋

が
ど
れ
く
ら
い
海
洋
投
棄
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

１
０
０
円
シ
ョ
ッ
プ
で
は

今
、
レ
ジ
袋
代
わ
り
に
な
る
半

透
明
袋
が
売
れ
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
で
、
使
用
済
み
マ
ス
ク
は
直

接
ゴ
ミ
袋
に
入
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。生
ご
み
を
捨
て
る
と
き
も
、

そ
の
ま
ま
で
は
ち
ょ
っ
と
。

環
境
問
題
へ
の
意
識
付
け
と

い
わ
れ
て
も
、
な
ぜ
３
円
払
う

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

や
っ
ぱ
り
儲
け
な
の
で
し
ょ

う
か
？
　
大
手
コ
ン
ビ
ニ
と
は

一
線
を
画
し
、「
セ
イ
コ
ー
マ

ー
ト
」
で
は
無
料
を
続
け
て
い

ま
す
。「
レ
ジ
で
必
要
か
ど
う

か
、
声
か
け
を
徹
底
す
れ
ば
い

い
こ
と
」
と
か
。
そ
り
ゃ
そ
う

で
す
よ
ね
。

消
費
者
も
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
北
海
道
の
コ
ン
ビ
ニ
全
体

の
売
上
高
は
前
年
同
月
比
マ
イ

ナ
ス
基
調
で
す
が
、
セ
コ
マ
は

プ
ラ
ス
。
来
店
客
数
は
減
っ
て

も
、
一
人
当
た
り
の
買
い
上
げ

単
価
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。
レ

ジ
袋
が
無
料
な
ら
、
安
心
し
て

買
い
物
が
で
き
ま
す
よ
ね
。

関
係
者
に
聞
く
と
「
レ
ジ
袋

の
原
価
は
１
円
程
度
」。
差
額

の
２
円
は
、
お
店
の
懐
に
入
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

新
聞
報
道
で
大
事
な
こ
と

は
、
読
者
に
判
断
す
る
材
料
を

提
供
す
る
こ
と
で
す
。
読
者
は

新
聞
記
者
よ
り
も
ず
っ
と
賢

く
、
中
途
半
端
な
知
識
や
考
え

な
ん
て
見
透
か
さ
れ
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
廃
線
問
題
。

運
行
・
維
持
コ
ス
ト
と
、
地
元

の
危
機
感
と
い
う
構
図
で
よ
く

説
明
さ
れ
ま
す
。
で
も
、
そ
れ

だ
け
で
判
断
で
き
ま
す
か
？

線
路
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
列
車
が
走
ら
な
い
夜
間
に

行
わ
れ
る
保
線
作
業
。
誰
が
や

っ
て
る
か
知
っ
て
い
ま
す
か
。

「
大
雪
の
な
か
、
深
夜
に
作

業
し
て
い
た
人
、
何
歳
だ
と
思

う
？
　
80
代
だ
よ
。
10
年
後
、

こ
の
路
線
は
な
く
な
っ
て
い
る

よ
」。
Ｊ
Ｒ
の
元
幹
部
か
ら
聞

い
た
話
は
衝
撃
的
で
し
た
。

鉄
道
を
残
し
た
い
と
い
う
思

い
は
わ
か
り
ま
す
。
で
も
、
現

実
を
直
視
せ
ず
に
「
地
域
の
思

い
を
わ
か
っ
て
」
と
万
年
赤
字

の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
訴
え
る
だ
け

で
は
前
に
進
み
ま
せ
ん
。

鉄
道
か
ら
バ
ス
に
転
換
す
る

と
、
地
域
は
本
当
に
衰
退
す
る

の
で
し
ょ
う
か
。
日
本
全
国
に

は
鉄
道
が
な
く
て
も
、
元
気
な

地
域
は
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
島
根
県
邑
南
（
お
お

な
ん
）
町
。
こ
の
町
に
は
若
い

移
住
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
Ｉ

Ｔ
（
情
報
通
信
）
？
　
違
い
ま

す
。
ひ
き
付
け
て
い
る
の
は

「
食
」
で
す
。

町
役
場
に
は
知
恵
者
が
い

て
、
そ
の
人
に
以
前
、
取
材
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
東
京

な
ど
大
都
市
に
売
り
に
行
っ
て

も
ダ
メ
。
東
京
か
ら
町
に
来
て

も
ら
え
ば
い
い
ん
で
す
」

詳
細
は
こ
こ
で
は
書
き
き
れ

ま
せ
ん
が
、キ
ー
ワ
ー
ド
は「
地

産
外
『
招
』」。
お
い
し
い
の
は

当
た
り
前
。
超
有
名
シ
ェ
フ
を

招
く
た
め
、
料
理
学
校
を
開
設

す
る
な
ど
、
上
手
に
話
題
を
つ

く
り
、
食
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成

功
し
ま
し
た
。
大
事
な
こ
と
は

行
動
す
る
こ
と
。
鉄
道
に
頼
ら

な
く
て
も
町
は
発
展
で
き
る
の

で
す
。

新
聞
報
道
の
基
本
は
デ
ー
タ

と
フ
ァ
ク
ト
。
こ
の
二
つ
で
、

現
実
を
掘
り
下
げ
る
記
事
を
ど

ん
ど
ん
発
信
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　○…来年 8月のＮＩＥ全国大会
札幌大会の公開授業者と実践発表
者などが決まり、大会の輪郭が少
しずつ見えてきた。新型コロナウ
イルス感染拡大で、思うように準
備ができない状況は続くが、本番
に向け一歩一歩作業は進んでい
る。
　○…本年度初のＮＩＥセミナー
は 10 月、北見市で開かれた。札
幌大会をにらんだ公開授業もあ
り、参加者の「熱」を感じた。た
だ、続く旭川でのセミナーは中止
になり、コロナ禍はなお、ＮＩＥ
活動に影を落とす。
　○…現在、札幌をはじめ、道内

の小中高校では、実践発表に関わ
る授業が行われている。すでに授
業実践を終えた教諭のほか、複数
の教諭が今後、実践を予定するな
ど札幌大会に向け準備に余念がな
い。また、日本新聞協会ＮＩＥア
ドバイザーの池田泰弘教諭（釧路
市立北中）の論文が日本ＮＩＥ学
会研究奨励賞を受賞。札幌大会へ
の追い風になっている。
　○…新型コロナに翻弄（ほんろ
う）された 2020 年も残り 1カ月。
東京と同じく 2度目の開催となる
札幌大会は、コロナ対策はもちろ
ん、大会内容も全国からの関心は
高いだろう。期待に応える。関係
者全員の思いだ。（坂）

編集後記編集後記

日
本
経
済
新
聞
社
札
幌
支
社
編
集
部
長　

永
井   

伸
雄

データとファクト
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